
 
 

                         

                               

塩那交通圏タクシー特定地域協議会設置要綱（案） 

 

制定平成２１年１１月６日 

 

（目的） 

第１条  
塩那交通圏タクシー特定地域協議会（以下「協議会」という。）は、特定地域におけ

る一般乗用旅客自動車運送事業の適正化及び活性化に関する特別措置法（平成２１年法

律第６４号。以下「法」という。）の規定に基づき、塩那交通圏（以下「特定地域」と

いう。）の関係者の自主的な取組を中心として、当該特定地域の一般乗用旅客自動車運

送事業（以下「タクシー事業」という。）の適正化及び活性化を推進することにより、

一般乗用旅客自動車運送（以下「タクシー」という。）が、地域公共交通としての機能

を十分に発揮できるようにするために必要となる地域計画の作成等を行うために設置す

るものとする。 

 

（定義） 

第２条 この要綱において「タクシー事業者」とは、タクシー事業を経営する者をいう。 

２ この要綱において「タクシー車両」とは、タクシー事業の事業用自動車をいう。 

３ この要綱において「タクシー事業者等」とは、タクシー事業者及びタクシー事業者の

組織する団体をいう。 

４ この要綱において「労働組合等」とは、タクシー車両の運転者の組織する団体をいう。 

５ この要綱において「地域住民」とは、タクシーを利用する地域住民に身近な団体又は

組織の代表者をいう。 

  

（実施事項） 

第３条 協議会は、次に掲げる事項を実施するものとする。 

 (1) 地域計画の作成 
 (2) 次に掲げる地域計画の実施に係る連絡調整 

       ① 地域計画に定められた事業の円滑な実施のために必要な場合における当該

事業の関係者の招集 

       ② 地域計画に定められた事業の実施主体とされた者以外の者に対する必要な

協力の要請 

       ③ ①②に掲げるもののほか、協議会が必要と認める地域計画の実施に係る連絡

調整 
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 (3) 特定地域におけるタクシー事業の適正化及び活性化の推進に関し必要な次に掲げ

る事項の協議 

         ① 協議会の運営方法 

       ② ①に掲げるもののほか、協議会の運営等に必要と認める事項 

 

（協議会の構成員） 

第４条  

協議会の構成員は、以下（1）から（６）の種別毎に次に掲げる者とし、任期は平成２

４年９月３０日までとする。 
（注）（１）～（５）は、法第８条第１項に規定する構成員、（６）は、同第２項に規定

する構成員。 

 (1) 栃木運輸支局長 

 (2) 関係地方公共団体の長 

① 栃木県知事又はその指名する者 

② 那須塩原市長又はその指名する者 
③ 矢板市長又はその指名する者 

④ 大田原市長又はその指名する者 

⑤ さくら市長又はその指名する者 
⑥ 那須烏山市長又はその指名する者 

⑦ 那須町長又はその指名する者 

⑧ 塩谷町長又はその指名する者 
⑨ 那珂川町長又はその指名する者 

⑩ 高根沢町長又はその指名する者  

(3) タクシー事業者等 

       ① 社団法人栃木県タクシー協会長 

     ②  株式会社烏山観光タクシー 代表取締役社長 

     ③ 黒磯観光タクシー株式会社 代表取締役会長 
     ④ 那須合同自動車株式会社 取締役福社長 

     ⑤ 有限会社誠タクシー 専務取締役  

(4) 労働組合等 

       ① 栃木県ハイタク労働組合連絡会を代表する者 

  (5) 地域住民 

       ① 矢板市商工会を代表する者 
(6) その他協議会が必要と認める者 

     ① 栃木県警察本部交通部交通規制課長 

       栃木県警察本部交通部交通指導課長 

     ② 大田原労働基準監督署長 

     ③  黒磯観光協会長 



 
 

（協議会の運営） 

第５条 協議会に会長をおき、協議会の構成員の中からこれを充てる。 

２ 会長は、協議会を代表し、協議の場を総括する。 

３ 会長の任期は平成２４年９月３０日までとする。 

４ 会長に事故がある場合には、あらかじめ会長が指名する者がその職務を代理する。 

５  協議会には事務局を設置する。 

６ 事務局には事務局長をおく。事務局長は会長が指名し、協議会に報告する。 

７ 事務局長は、協議会の運営に関する事務を総括する。 

８ 事務局長の任期は平成２４年９月３０日までとする。 

９ 協議会は、協議会構成員の過半数の出席がなければ成立しないものとする。 

  また、必要に応じて代理出席を認めることができるものとする。 

10 協議会の議決方法は、次に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ次に定めるとおりとす

る。 

 (1) 会長の選出を議決する場合  

法第８条第１項に掲げる協議会の構成員において、タクシー事業者等及び労働組合

等は、それぞれ種別毎に１個の議決権を与え、法第８条第１項及び第２項に掲げる協

議会の構成員のうち関係行政機関は、行政機関毎に１個の議決権を与え、その他の構

成員については、各自１個の議決権を与えることとし、議決権の過半数以上に当たる

多数をもって行う。 

 (2) 設置要綱の変更を議決する場合 次に掲げる要件を全て満たすことをもって行う。 

① 栃木運輸支局長が合意していること。 
② 協議会の構成員である地方公共団体の長が全て合意していること。 

③ 設置要綱の変更について合意しているタクシー事業者の特定地域内の営業所

に配置するタクシー車両の台数の合計が、協議会の構成員であるタクシー事業

者が当該特定地域内の営業所に配置するタクシー車両の台数の合計の過半数で

あること。 

④ 設置要綱の変更について合意しているタクシー協会等の構成員となっている

タクシー事業者の特定地域内の営業所に配置するタクシー車両の台数の合計

が、協議会の構成員であるタクシー協会等の構成員となっているタクシー事業

者が当該特定地域内の営業所に配置するタクシー車両の台数の合計の過半数で

あること。 

⑤ 労働組合等として参加している構成員の過半数が合意していること。 

⑥ 地域住民として参加している構成員の過半数が合意していること。 
⑦ 法第８条第２項各号に掲げる者に該当する構成員の過半数が合意しているこ

と。 

(3) 地域計画の作成を議決する場合 次に掲げる要件を全て満たすことをもって行う。 

① (2)①から⑥までに掲げる要件を満たしていること。 

② 地域計画に合意したタクシー事業者の特定地域内の営業所に配置するタクシ



 
 

ー車両の台数の合計が、当該特定地域内の営業所に配置されるタクシー車両

の総台数の過半数であること。 
③ 協議会の構成員である関係行政機関が全て合意していること。 

④ 法第８条第２項各号に掲げる者に該当する構成員（関係行政機関を除く。）

の過半数が合意していること。 

⑤ 法第８条第２項各号に掲げる者に該当する構成員のうち地域計画に定められ

た事業の実施主体とされたものが合意していること。 

 (4) (1)から(3)まで以外の議決を行う場合、（１）の議決方法をもって決することとす

る。 

11 協議会は、地域計画作成後も定期的に開催することとする。また、会長は、必要に応

じて、協議会を開催することができるものとし、協議会の構成員は、会長に対して協議

会の開催を要求することができるものとする。 

12 協議会は原則として公開とする。ただし、開催日時及び場所、議題、協議の概要、議

決事項等を記載した議事概要の公開をもってこれに代えることができる。 

 

（その他） 

第６条  

この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関して必要な事項は、会長が協議会に

諮り定める。 

 

 

 



特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の
適正化及び活性化に関する特別措置法」

制定の背景と協議会の目的

資料２



１．「特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の
適正化及び活性化に関する特別措置法」とは

１．「特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の
適正化及び活性化に関する特別措置法」とは

－1－

特措法の概要
タクシーは、鉄道・バス等とともに、我が国の地域公共交通を形成する重要な公共交通機関である。
しかしながら、タクシー事業を巡っては、長期的に需要が減少傾向にある中、タクシー車両が増加していることなどにより、地域によっては、
収益基盤の悪化や運転者の賃金等の労働条件の悪化等の問題が生じており、タクシーが地域公共交通としての機能を十分に発揮すること
が困難な状況にある。
こうした状況において、平成２０年１２月１８日に交通政策審議会から「タクシー事業を巡る諸問題への対策について」が答申され、タクシ
の機能を維持、活性化するために現時点で必要と考えられる対策が示された。
本法律は、以上を踏まえ、所要の措置を講ずるものである。

特措法の骨子
① 特定地域の指定等
・国土交通大臣は、供給過剰等によりタクシーが地域公共交通としての機能を十分に発揮できていない地域
を「特定地域」として指定
（都道府県知事及び市町村長が、国土交通大臣に対して、特定地域の指定を行うよう要請することも可能）

② 特定地域の協議会による地域計画の作成及び実施
・特定地域において、地域のタクシー事業の関係者は、協議会を組織し、特定地域におけるタクシー事業の
適正化及び活性化を推進するための計画（「地域計画」）を作成することができる
・地域計画で定めるべき事項：タクシー事業の適正化及び活性化の推進に関する基本方針（地域計画の目
標、目標達成のための事業等）

③ 特定事業計画の作成
・特定地域のタクシー事業者は、単独で又は共同で、地域計画に即したタクシー事業の適正化及び活性化
に資する取組み（「特定事業」）を実施するための計画（「特定事業計画」）を作成し、国土交通大臣の認定
を受けることができる
・特定事業計画には、事業譲渡、合併、減車等（「事業再構築」）について定めることができる

④ 特定地域における道路運送法の特例
・特定地域において、増車を行おうとする場合は、国土交通大臣の認可を受けなければならない

協議会の設置

協議会による
地域計画の作成

タクシー事業者による
特定事業計画の作成

事業
再構築特定事業

国土交通大臣の認定

公取委と調整

<特定地域>

１．「特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の
適正化及び活性化に関する特別措置法」とは
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タクシー需要 ： 輸送人員の長期的な減少
タクシー供給 ： Ｈ１４年２月「道路運送法及びタクシー業務適正化臨時措置法の一部を改正する法律」施行による参入

規制撤廃等を契機に、過剰な輸送力の増加、過度な運賃競争へ

タクシー市場の供給過剰・運賃競争

諸問題の発生

地域公共交通機関としての機能不全
・タクシー車両による道路混雑（交通問題、環境問題、都市問題）
・タクシー事業者の収益基盤悪化
・運転者の賃金等の労働条件悪化
・サービスの質の低下
・法令違反、事故件数の増加 等・・・

タクシー事業の適正化・活性化に向けた動きへ
国の動き ： Ｈ１８年８月に東京地区のタクシー運賃改定申請がなされ、物価安定政策会議における審議が開始したが、

その中で、タクシー事業のあり方に関する問題提起がなされた。これを契機として、国交省の「交通政策審
議会」に「タクシー事業を巡る諸問題に関する検討ＷＧ」が設置された

業界団体の動き ： 全タク連第三者委員会「安全・安心なサービスを提供するためのタクシー事業制度の研究会」設置、

署名運動等の実施 等・・・

２．特措法制定の背景



Ｈ14.2 道路運送法及びタクシー業務適正化臨時措置法の一部を改正する法律施行→参入規制の撤廃
Ｈ18.6 長野Ａ，Ｂ地区、大分が運賃改定申請（Ｈ19.4実施）
Ｈ18.8 東京特別区、武蔵野、三鷹地区が運賃改定申請
Ｈ19.12 同地区の運賃改定実施

国土交通大臣から「運賃改定を契機として提起されたタクシー事業を巡る諸問題について」諮問
→以下の交政審WG設置

Ｈ20.2 交通政策審議会「第1回タクシー事業を巡る諸問題に関する検討WG」
（以下、交政審WG）開催

H20.3 全タク連「第1回安全・安心なサービスを提供するためのタクシー事業制度の研究会」
（以下、全タク連第三者委員会）開催

H20.7 第8回交政審WGにおいて中間報告
※利用者ニーズに合致したサービス提供、供給過剰への対策、過度な運賃競争への対策等が盛り込まれる

特定特別監視地域の指定（全国109営業区域）
H20.9 規制改革会議公開討論会

「リーマンショック」を契機に世界同時不況へ
H20.11 全タク連第三者委員会による「安全・安心なサービスを提供するためのタクシー事業制度に対する

提言」
H20.12 全タク連、全個連、労働4団体が「適正台数、同一地域同一運賃」を求めた署名・要請文を国土交

通大臣、自民党、民主党等に提出
交政審WGによる答申を国土交通大臣に提出

H21.2 特措法が閣議決定
H21.6 衆議院本会議、参議院本会議において全会一致（反対票ゼロ）で可決

特措法 公布
H21.10 特措法 施行

特措法制定の経緯

－3－



－4－

第七条
国、地方公共団体、一般乗用旅客自動車運送事業者等その他の関係者は、特定地域における一般乗用旅客自動

車運送事業の適正化及び活性化を推進するため、相互に連携を図りながら協力するよう努めなければならない。

関係者相互の連携及び協力について

協議会の設置について

第八条
特定地域において、地方運輸局長、関係地方公共団体の長、一般乗用旅客自動車運送事業者等、一般乗用旅客

自動車運送事業の事業用自動車の運転者の組織する団体及び地域住民は、次条第一項に規定する地域計画の作
成、当該地域計画の実施に係る連絡調整その他当該特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の適正化及
び活性化の推進に関し必要な協議を行うための協議会（以下単に「協議会」という。）を組織することができる。

２ 協議会は、必要があると認めるときは、次に掲げる者をその構成員として加えることができる。
一 一般乗用旅客自動車運送事業の適正化及び活性化に資する他の事業を営む者
二 学識経験を有する者
三 その他協議会が必要と認める者

３．協議会設置の目的
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○協議会は、地域計画の策定主体となるものであり、計画実施に係る関係者間の連絡調整を行うなど、

特定地域におけるタクシー事業の適正化・活性化を推進するうえでの中心的な役割を担うもの
○地域の多様な関係者が積極的に協議会に参画し、共有の認識の下、タクシー事業の適正化・活性化

に関する取組みを総合的かつ一体的に取組んでいくことが期待される

基本的な考え方

構成員

○地方運輸局長、関係地方公共団体の長、タ

クシー事業者・団体、地域住民のほか、必要に
応じて他の公共交通事業者、地元企業、学識
経験者等を構成員に含めることが望ましい

○ また、協議事項に関係する関係行政機関（都

道府県労働局又は労働基準監督署、都道府県
公安委員会など）の参画を得ることも重要

○協議会運営の透明性・実効性等を確保する

観点から、協議会における意志決定の方法等
に係る規約を定め、適切に協議会を運営する
ことが望ましい

○協議会運営の効率化や他の計画との整合性

の確保を図る観点から、地域公共交通活性化・
再生法に基づく協議会等と合同で協議会を開
催することも考えられる

記載事項に関する留意点事項

４．協議会とは



栃木のタクシー業界の状況

資料３



Ⅰ．タクシー事業の現況



タクシーは、鉄道、バス等とともに、我が国の地域公共交通を形成する重要な公共交通機関であり、地域社会に密着

したドア・ツー・ドアの個別輸送、観光立国に対応する観光タクシー及び高齢化社会に対応する福祉輸送等あらゆる側

面を持ち、一人一人の利用者のニーズにきめ細かく、なおかつ柔軟に対応することができる乗り物である

乗合タクシー
乗合バス等では対応

が困難な地域や時間帯
等において足の確保を
行うタクシー・デマンドタ
クシー等

個人タクシー

優秀適格者のみ許可

され、高水準のサービス
を提供するタクシー

一般タクシー

流し、駅待ち及び無線

等により利用者の対応を
するタクシー

福祉タクシー

身体障害者及び高齢

者等のニーズにあわせ、
車イスや寝台のまま乗
ることができるタクシー

観光タクシー

定まっている観光

ルートを低運賃にて周
遊することができるタク
シー

－1－

１．一般乗用旅客自動車運送事業（タクシー）とは



事業運営面

参入面等（特定地域）

○○ 新規参入（営業区域ごとの許可）新規参入（営業区域ごとの許可）
・輸送の安全確保に必要な体制・能力の審査（例：車庫・休憩仮眠施設、教育・指導体制等）
・事業を適確に遂行するに足る能力の審査（例：資金計画、法令知識、損害賠償能力、最低保有車両数等）
・欠格事由（過去２年以内に事業許可の取消処分を受けていること等）に該当しないこと

○○ 事業計画の変更（営業区域の拡大・増車等：認可、事業計画の変更（営業区域の拡大・増車等：認可、 減車等：事前届出）減車等：事前届出）
○○ 著しく供給過剰となった場合の緊急調整措置（新規参入、増車を停止）著しく供給過剰となった場合の緊急調整措置（新規参入、増車を停止）

•運行管理者の選任
•整備管理者の選任
•運輸安全マネジメントの実施

組織体制

•運転者の選任に当たっ
ての諸規制
（研修の義務付けなど）

運転者
•点呼の義務付け
•運転者の拘束時間の制限
•運行記録計による速度等
の記録義務付け

運行

運賃面

○○ 認可制認可制
・能率的な運営の下における適正な原価に適正な利潤を加えたもの（総括原価主義）
・特定の旅客に対し不当な差別的取扱いをするものでないこと
・他の事業者との間に不当な競争を引き起こすおそれがないこと

運送引受義務

タクシー事業者は一定の場合（公序良俗に反する場合、天災の場合等）を除き、運送の引受けを拒絶してはならない。

タクシー業務適正化特別措置法に基づく措置

東京地域・神奈川地域の一定地域（指定地域）では、認定講習を終了するなど一定の要件を満たし、国土交通大臣の登録を受けた者
でなければタクシーの運転者として乗務させてはならない。

•運送約款（認可制・標準約款制）
•区域外運送の禁止（発地及び着
地のいずれもが営業区域外に存
する旅客運送の禁止）

輸送サービス

－2－

２．タクシー事業に関する現行制度の概要



（年度）

3,513 3,671

21,217
17,976

24,996
21,773 19,338 18,703 18,997

11,864

昭和40 昭和45 昭和50 昭和55 昭和60 平成5 平成10 平成13 平成16 平成18

7,003

2,626

3,416

6,977

6,750

7,062
7,163

6,984

7,197

7,033

6,709
6,394

2,582

1,9411,9101,939
2,812

3,032
2,812

2,069

140,684

195,726

206,191

213,473

190,353

200,510

185,332

211,677 219,120
222,316

昭和40 昭和45 昭和50 昭和55 昭和60 平成5 平成10 平成13 平成16 平成18

運送収入（億円） 輸送人員（百万人）車 両 数 （ 台 ） 事業者数（者）

※国土交通省調べ。ただし平成 16年度17年度は「ハイヤー・タクシー年鑑」各年版

※平成13年度よりハイヤー及び福祉限定事業者を除く

事業者数・車両数 増加

運送収入・輸送人員 減少

３．全国法人タクシーの事業者数、車両数、輸送人員、運送収入の推移

－3－



タクシー運転手と全産業労働者の平均年齢の推移（年度）
出典：厚生労働省「賃金構造基本統計調査報告」

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

タクシー 50.5 50.8 51.3 51.7 52.0 52.3 52.9 53.2 53.8 54.2 54.9 55.3

全産業 40.1 40.3 40.5 40.4 40.6 40.8 40.9 41.1 41.2 41.3 41.6 41.8

403 414 405

367
344 338 334 325 315 308 302

329

557 567 575 567 562 560 556 555 548 543 552 555

2,496 2,484
2,412 2,424 2,388 2,436 2,424 2,424 2,412 2,412 2,388 2,412
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H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

0
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1,000
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2,000
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3,000

タクシー （万円 ） 全産業 （万円 ） タクシー （時間 ） 全産業 （時間 ）
(所得額 ） (労働時間 ）

(年度 ）

年間所得が全産業よりも低水準であるが、さらに悪化傾向にあり、他産業との格差が拡大している。
また、労働時間は全産業を上回っており、さらに長時間化の傾向も見られる。

４．タクシー運転者と全産業労働者の年間所得及び年間労働時間の推移
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－５－

57.27

66.71

70.44

51.5 50.76
52.99

53.51
52.53

53.97 54.04

82.96

50

55

60

65
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75
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85

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20平成

円
/
㍑

１．５倍に高騰

資料：資源エネルギー庁調べ

平成 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
円/㍑ 51.5 50.76 52.99 53.51 52.53 53.97 54.04 57.27 66.71 70.44 82.96

５．ＬＰＧ価格の推移



Ⅱ．栃木のタクシー事業の現況



－1１－

事業者数、車両台数
も増加傾向にある

栃木県内タクシー事業者数推移

0
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140

13 14 15 16 17 18 19 20 年度

日光交通圏

芳賀真岡交通圏

塩那交通圏

県南交通圏

宇都宮交通圏

栃木県内タクシー車両数推移
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1,000

1,500

2,000

2,500

13 14 15 16 17 18 19 20 年度

日光交通圏

芳賀真岡交通圏

塩那交通圏

県南交通圏

宇都宮交通圏

１．栃木のタクシー事業者数・車両数の推移

－6－



平成１９年タクシー運転者と全産業労働者における年間所得の比較（男性）２．交通圏別タクシー事業者数・車両数

８６０５４８０６２８
平成14年3月

末

１，０３７７０９６７３７
平成21年9月

末

車両数事業者数
タクシー計

個人タク
シー

法人タクシー
宇都宮交通圏

－7－

２７８２７８２１
平成14年3月

末

２８８２８８２２
平成21年9月

末

車両数事業者数
タクシー計

個人タク
シー

法人タクシー
塩那交通圏

６６２６６２３６
平成14年3月

末

６２４６２４３５
平成21年9月

末

車両数事業者数
タクシー計

個人タク
シー

法人タクシー
県南交通圏



－8－ 資料：栃タ協調べ

実働率（％）

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

13 14 15 16 17 18 19 20 年度

宇都宮交通圏

県南交通圏

塩那交通圏

実車率（％）

46.0%

47.0%

48.0%

49.0%

50.0%

51.0%

52.0%

53.0%

13 14 15 16 17 18 19 20 年度

宇都宮交通圏

県南交通圏

塩那交通圏

1日当たり走行キロ（ｋｍ）

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

13 14 15 16 17 18 19 20 年度

宇都宮交通圏

県南交通圏

塩那交通圏

※この数値は総走行キロを平均値化したものです。

運送収入（1日あたり）
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20,000

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000

13 14 15 16 17 18 19 20年度

（円）

宇都宮交通圏

県南交通圏

塩那交通圏

３．栃木県内のタクシー輸送実績の推移



－9－ 資料：栃タ協調べ

輸送人員(栃木県全体)

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

13 14 15 16 17 18 19 20 年度

（千人）

栃木県

３．栃木県内のタクシー輸送実績の推移

１日あたりの運行回数（栃木県全体）

4.4

4.5

4.6

4.7

4.8

4.9

5.0

5.1

13 14 15 16 17 18 19 20 年度

（回）

栃木県



2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

タクシー運転者

全産業労働者

(時間)

(年度)

2,2322,2322,2322,2082,2442,2322,2082,2322,2082,1842,2202,2202,2442,2562,2082,1842,2562,3402,4002,448全産業労働者

2,5322,4362,3042,2442,6522,4482,5802,5802,5442,3522,5442,4482,5682,6882,5922,7362,7122,7362,7722,988タクシー運転者

201918171615141312111098765432元年

（単位：時間）

（資料出所）厚生労働省「賃金構造基本統計調査報告」

４．タクシー運転者の年間総実労働時間の推移（栃木）

－10－

○タクシー運転者平均年齢：５８．５歳（平成２０年）
○全産業労働者平均年齢：４１．４歳（平成２０年）



2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

4,000

4,200

4,400

4,600

4,800

5,000

5,200

5,400

5,600

5,800

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

タクシー運転者

全産業労働者

5,4095,4565,2865,3885,3185,2975,4265,5105,4895,4845,5385,5335,4485,3465,2485,1685,1945,0774,7994,573全産業労働者

2,9642,9092,8052,8123,3092,9183,0633,3363,0722,9553,5413,7103,4933,9633,8634,0214,0644,3424,0383,386タクシー運転者

201918171615141312111098765432元年

（資料出所）厚生労働省「賃金構造基本統計調査報告」

(年度)

(千円)

(千円)

５．タクシー運転者の年間給与額の推移（栃木）

－11－

○タクシー運転者平均年齢：５８．５歳（平成２０年）
○全産業労働者平均年齢：４１．４歳（平成２０年）



－12－ （資料：交通年鑑）

6．事故件数の推移（栃木）

タクシーの交通事故推移
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適正と考えられる車両数について

資料４



適正と考えられる車両数の算定について～宇都宮交通圏～適正と考えられる車両数の算定について～宇都宮交通圏～

－1－

○需要量の算定

次式により推定。

需要量

＝平成２０年度の総実車キロ×２０年度の総実車キロの対前年度比

○適正と考えられる車両数の算定

次式により行う。

適正と考えられる車両数

＝需要量÷（過去５年間の平均総走行キロ×平成１３年度の実車率÷過去５年間の平均延実働車両数）

（※）÷３６５÷実働率

※実働率については 「９０％ 「平成１３年度実績値（８２％ 」及び「８０％」を適用してそれぞれ算出、 」、 ）

①実働率「９０％」を適用した場合・・・・・・・・・・・・ 算定結果 約６００両

②実働率「平成１３年度実績値（８２％ 」を適用した場合・・ 算定結果 約７００両）

③実働率「８０％」を適用した場合・・・・・・・・・・・・ 算定結果 約７００両

〈参 考〉
平成２０年７月１１日現在の車両数 ９２７両

平成２１年９月３０日現在の車両数 ９６７両



適正と考えられる車両数の算定について～県南交通圏～適正と考えられる車両数の算定について～県南交通圏～

○需要量の算定

次式により推定。

需要量

＝平成２０年度の総実車キロ×２０年度の総実車キロの対前年度比

○適正と考えられる車両数の算定

次式により行う。

適正と考えられる車両数

＝需要量÷（過去５年間の平均総走行キロ×平成１３年度の実車率÷過去５年間の平均延実働車両数）

（※）÷３６５÷実働率

※実働率については 「９０％ 「平成１３年度実績値（７８％ 」及び「８０％」を適用してそれぞれ算出、 」、 ）

①実働率「９０％」を適用した場合・・・・・・・・・・・・ 算定結果 約４５０両

②実働率「平成１３年度実績値（７８％ 」を適用した場合・・ 算定結果 約５００両）

③実働率「８０％」を適用した場合・・・・・・・・・・・・ 算定結果 約５００両

〈参 考〉
平成２１年７月１７日現在の車両数 ６１３両

平成２１年９月３０日現在の車両数 ６２４両

－2－



○需要量の算定

次式により推定。

需要量

＝平成２０年度の総実車キロ×２０年度の総実車キロの対前年度比

○適正と考えられる車両数の算定

次式により行う。

適正と考えられる車両数

＝需要量÷（過去５年間の平均総走行キロ×平成１３年度の実車率÷過去５年間の平均延実働車両数）

（※）÷３６５÷実働率

※実働率については 「９０％ 「平成１３年度実績値（７５％ 」及び「８０％」を適用してそれぞれ算出、 」、 ）

①実働率「９０％」を適用した場合・・・・・・・・・・・・ 算定結果 約２００両

②実働率「平成１３年度実績値（７５％ 」を適用した場合・・ 算定結果 約２５０両）

③実働率「８０％」を適用した場合・・・・・・・・・・・・ 算定結果 約２５０両

〈参 考〉
平成２１年７月１７日現在の車両数 ２８８両

平成２１年９月３０日現在の車両数 ２８８両

適正と考えられる車両数の算定について～塩那交通圏～適正と考えられる車両数の算定について～塩那交通圏～

－3－



「特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の
適正化及び活性化に関する特別措置法」

地域計画

資料５



１．地域計画の基本的な考え方１．地域計画の基本的な考え方

－１－

○地域計画は、特定地域における地域公共交通としてのタクシーのあり方に関する基本

的な方向性を示し、タクシー事業の適正化・活性化に向けた地域の総合的な取組を定め
るもの

○地域計画の策定に当たっては、協議会において地域の輸送ニーズやタクシー事業の実

情を十分に把握し、それらに的確に対応した取組みを定めることが必要

○ この際、特定地域においては、供給過剰の進行や過度な運賃競争により地域公共交通

としてのタクシーの機能が低下していることに留意し、地域の実情に応じて、供給過剰の
解消や過度な運賃競争の回避、運転者の労働条件の改善・向上、タクシー車両による
交通問題の解消のための対策について定めることが求められる



２．地域計画で定めるべき事項２．地域計画で定めるべき事項

① タクシー事業の適正化・活性化の推進に関す
る基本的な方針

○協議会における関係者間の共通認識の形成に資する

ものとして、地域におけるタクシーの位置付け・役割、
タクシー事業を巡る現状の分析・取組みの方向性等に
ついて、可能な限り具体的に記載
○ タクシー事業を巡る現状分析・取組みの方向性を定め

る際には、地方運輸局長が提示する当該地域において
適正と考えられる車両数を適切に斟酌することが重要

②地域計画の目標

特定事業等の前提となる目標として、次の事項を参考
にしながら地域の実情に即した目標を設定

（１）タクシーサービスの活性化

（２）事業経営の活性化、効率化
（３）タクシー運転者の労働条件の悪化の
防止、改善・向上
（４）タクシー事業の構造的要因への対応

（５）交通問題、環境問題、都市問題の改善
（６）供給抑制
（７）過度な運賃競争への対策

③ 地域計画の目標を達成するために行う特定事業その
他の事業

（１）利用者の選択の機会の拡大に資する情報の提供
（２）情報通信技術の活用による運行の管理の高度化
（３）利用者の利便の増進に資する乗り場の設置及び運営
（４）事業用自動車の適正な運行の確保に資する装置等
の導入

（５）事業用自動車の運転者等に対する講習等の実施
（６）利用者からの苦情、問い合わせ等に迅速かつ適切に
対応するための体制の整備

（７）他の公共交通機関との乗り継ぎの円滑化に資する措
置の実施

（８）事業用自動車の集中により発生する駅前、繁華街等
における渋滞を解消するための措置の実施

（９）低公害車の導入等による事業活動に伴う環境への負
荷の低減

（10）事業用自動車の運転者の労働条件の改善その他の
労働環境の整備

（11）利用者の需要に対応したサービスの提供
（12）利用者の特別の需要に応ずるための運送の実施
（13）輸送需要に関する調査の実施

④ ①②③で定める事項のほか、地域計画の実施に関し
当該協議会が必要と認める事項
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資料６

特定特別監視地域における
タクシー事業構造改善計画

栃木県タクシー協会



構造改善計画の背景と目的

■背景

◆ 輸送需要の低迷による経営環境の悪化
・景気の低迷（実車率の減少）

◆ 供給拡大による労働条件の悪化
・車両の増加 ・長時間労働

改善のための目的

■目的

利用回復に向け
◆ 利用者ニーズに即したサービスの提供及び質の向上のための取組が必要

・様々な視点（利用者・事業者・運転者等）より計画を策定
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Ⅰ 利用者サービス改善等によるタクシーの需要喚起に関する事項

◆タクシーサービスの充実・向上
・運転免許返納割引制度導入の推進
・地域住民・地方公共団体等と連携をとった、乗合タクシー及びスクールタクシーの導入の検討
・駅等のタクシー乗り場の案内表示板設置の働きかけ
・観光タクシーの普及の推進
・タクシー乗り場の整備及び概算料金を記載した掲示板設置の推進
・デジタルＧＰＳ－ＡＶＭ機器の導入
・電子マネー、クレジット決裁機器の導入

◆サービス向上のための研修
・運転者の接遇向上及び道路運送法等知識習得のための研修の強化

◆利用者への情報提供の充実
・協会及び事業者ホームページの拡大及び充実
・タクシー営業類似行為の撲滅のためのＰＲ
・タクシーの日の活動内容のＰＲ

◆乗り場の整備
・乗り場案内表示板の設置
・車道及び歩道の段差解消等バリアフリー化整備の関係機関への要望
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◆苦情処理体制の充実・整備
・協会ＨＰにて苦情及び忘れ物への対応の充実

◆地域交通向上のための公的支援の要望
・少子高齢化社会に対応すべく、地方公共団体等と連携をとり、高齢者用外出支援助成金等の
公的支援の要望

◆運行の効率化・環境対策等
・低公害車両への代替え等の促進
・デジタルＧＰＳ－ＡＶＭ導入を推進し、効率的な配車等の実施
・乗務員へ対するエコドライブの徹底

◆安全対策
・全乗務員に対し安全運転講習会の実施
・高齢ドライバーの適正診断の確実な実施
・春・秋・冬の交通安全運動の実施による交通事故防止に努める
・交通安全運動期間中の一日を「交通事故ゼロの日」としての啓蒙活動を開催する
・県警及び運輸支局と連携し、事故防止１００日コンクールの開催

・毎年、優良運転者への表彰
・後部座席シートベルトの着用の推進
・ドライブレーコーダーの導入の推進
・アルコール検知器の導入の推進
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Ⅱ 運転者の労働条件の改善に関する事項

◆雇用制の延長
・定年の延長若しくは雇用延長制度の導入

◆乗務員の安全及び健康確保の推進
・ドライブレコーダーの導入推進
・健康診断項目の充実

Ⅲ 違法・不適切な経営の排除に関する事項

◆法令遵守のための講習会の開催

◆タクシー営業類似行為撲滅のための、関係機関への取締の要望
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Ⅳ その他必要と認められる事項

◆適正車両数への検討

◆「タクシーの日」に社会貢献事業に関するイベントの開催の検討

◆地方公共団体等と連携し、タクシーの利用促進を図るための会議等の開催

◆タクシー営業類似行為防止のため、関係機関・団体等との会議の開催
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